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 研究要旨：本研究班ウェブページ に、IBD の正確で最新の知識を、患者・家族向けに公開し、加えて、

IBD 診療の均てん化と患者 QOL の向上を目的に、全国の一般医に対して、IBD の疫学、診断、治療、予

後に関する冊子「一目でわかる IBD」を公開した。また、一般消化器医が IBD の実践的知識を身につけ

るための、e-learning を公開した。今後はこれらのコンテンツの充実はもちろん、患者団体や関連学会

との連携を強め、本研究班の枠を超えて、本情報を告知および活用を推進していく必要があると思われ

た。 
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A. 研究目的 

 炎症性腸疾患（IBD）に関する正確な知識を、

全国の患者およびその家族に啓発する。加え

て、IBD の正確で最新の知識を、全国の一般

医に啓発・教育することで、全国の IBD 患者

が標準的で良質な診療を受けられることを目

的とする。 

 

B. 研究方法 

 まず、関連学会の１つである日本炎症性腸

疾患学会（JSIBD）との連携を図るため、同学

会の教育委員全員に、本プロジェクトのメン

バーとして参加してもらうこととした。また、

上記研究目的を達するため、Web 上での情報

発信および啓発、教育活動を行う。 

（倫理面への配慮） 

 特になし 

 

C. 研究結果 

 患者および患者への情報発信としては、

http://www.ibdjapan.org/patient/において、

ダウンロード可能な小冊子「炎症性腸疾患の

手術について Q&A」および「知っておきたい

基礎知識 Q&A 妊娠を迎える炎症性腸疾患患

者さんへ」の公開のほか、公開中の「知って
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おきたい治療に必要な基礎知識 第２版」（潰

瘍性大腸炎およびクローン病）に関しては、

新規治療薬を掲載するため、内容の改定を行

い、第３版として公開を行なった。 

 

 一般医の啓発・教育を目的として、

http://www.ibdjapan.org/members/ におい

て、IBD の診断、治療、疫学・予後について

学ぶための e-learning を作成、公開した。本

e-learning では、単なる知識を超えた「問題

解決可能な」知識の習得を目的としているが、

ミニケースを提示し、五者択一の選択肢から

１つの正解を選ぶ問題となっている。回答を

選択後には正解が示され、その理由について、

詳しい解説と参考文献および【Take home 

message】が続く形式となっている。昨年度公

開した 33問については受講者の回答を解析

し、不適切問題は 1問のみであった。また、

本年度、新たに保険収載された「便中カルプ

ロテクチン」の適正使用に関する問題など、

新たな 13問も追加公開した。 

 また、昨年度から公開されている「一目で

わかる IBD」は多くの閲覧やデータ送付の申

し込みがあり、患者、医師に加えて、薬剤師、

看護師、などの医療者、研究者、学生、製薬

企業の研究開発部門など、様々な人達におい

て、活用されていることが明らかとなった。 

 

D. 考察 

 Web上で発信した患者向け情報については、

その活用状況の把握が必要であるが、JSIBD

の市民公開講座にて情報提供する他、日本炎

症性腸疾患協会や全国の患者団体とも連携を

検討していく必要があると思われる。 

 一般医の啓発・教育のための Web 上のコン

テンツ「一目でわかる IBD」は、場所や時間

を選ばないなどの利点もあり、一般医を超え

て IBD に関わる全ての人に教育的な内容であ

ることも示唆された。e-learningについては、

新たな問題を含めて解答の分析を行い、更に

新たな問題の検討や、Web の特長を生かした

動画での教育コンテンツの開発が求められる

と思われた。 

 

E. 結論 

 Web を活用した IBD 患者およびその家族に

IBD の正確で最新の知識を啓発し、加えて、

全国の一般医および IBD 関係する全ての医療

者の啓発・教育に有用であることが示唆され

た。今後は同コンテンツの充実はもちろん、

患者団体や関連学会との連携を強め、本研究

班の枠を超えて効率よく告知していく必要が

あると思われた。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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G. 研究発表 

 Web 上で公開 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


